
 

 

 

 

 

 

 

 

今年の大岡の時間について話し合う中で、

「６年間の感謝と成長を伝えたい。みんな（６

の３＆まち＆家庭）で一緒に創り上げること

がしたい。」という思いが多く出されました。

「音楽ならいろいろできそうだ。」「クイーン

の We Will Rock You が流行っているよ。」

の意見をきっかけにボディーパーカッション

に興味をもち、パーカッショングループ『フ

ラワービート』の動画との出会い、『ロックト

ラップ』という曲との出会いによって関心が

高まりました。「演奏がかっこいい！」「見て

いる人が楽しそうだよ。」「同じ曲でもいろい

ろ工夫しているよ。」「ボディーパーカッショ

ンなら、たくさんの人と一緒に創り上げるこ

とができるね！」と思いが広がり、ボディー

パーカッションを通して、見ている人も自分

たちも「笑顔」になる演奏がしたいと願いを

もちました。 

 

「『ロックトラップ』が演奏できるように

なる！」を７月までの目標とし、練習を開始

しました。「目指す演奏＝動画で見た演奏」

と目指す姿を共有化し、４パートに分かれて

試行錯誤しながら完成に向けて取り組みま

した。 

動画の『ロックトラップ』のよさを分析し

ていく中で、「テンポ」「音（の大きさ）」「表

情」「動き」の４つの要素が重要であること

に気付き、振り返りの視点として、毎回意識

して練習するようにしました。 

７月には、パーカッショングループ『フラ

ワービート』の代表山本晶子さんに来ていた

だき、実技指導とともに、音楽で表現するこ

との楽しさや、本番に向けてしっかり準備す

ることの大切さ等を教えていただきました。 
 


